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地域文化財総合活用推進事業
（地域文化遺産・地域計画等）

背景・課題

人材育成、普及啓発事業
約１５０事業

アウトプット(活動目標） アウトカム(成果目標) インパクト(国民・社会への影響）、目指すべき姿

事業内容

令和5年度予算額 701百万円

（前年度予算額 738百万円）

○文化遺産は、地域の人々に豊かさや感動を与えるとともに心のよりどころとして、地域に活力
を与える国民共有の財産
○過疎化や少子高齢化などによる地域コミュニティーの絆や文化財の担い手不足で、地域の
文化遺産が消失の危機
○地域の文化遺産は、地域活性化等に資する役割が再認識され、その適切な保存・継承に
より、その積極的な活用が期待

地域に古くから継承されている当該地域に固有の文化遺産を活用した、伝統行事・
伝統芸能等の公開やシンポジウムの開催など、特色ある総合的な取組を支援
（件数・単価）約150件×約460万円
（事業開始年度）令和元年度

事業ｽｷｰﾑ

文化庁

④
審
査
依
頼

審査会(外部)

⑥決定・
補助金交付

①募集

③申請書等提出

地方公共団体
（実施計画策定）

②申請書提出

A団体
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催

B団体
ｶﾞｲﾄの育成

Ｃ団体
伝統芸能公開

実行委員会⑤
意
見

地方公共団体
実施計画を策定
（本事業により実施される取組を手段として、目標を設定して評価を実施）

文化遺産の保護団体等で構成される実行委員会
補助事業者

・人材育成（ボランティアガイド等の育成）
・普及啓発（伝統芸能等の公開、シンポジウムの開催等）

補助対象事業

ガイド研修の実
施

民俗芸能大会の開催

我が国の「たから」である地域の多様で豊かな
文化遺産を活用した、特色ある総合的な取り組
みを支援することで、文化振興とともに地域活性
化を推進

地域の文化遺産を活用した集客・交流

地域の文化遺産を核としたコミュニティの再生・活
性化
・地域への観光入込客数、入込外国人客数 等
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